
後
に
近
代
歯
科
医
学
の
父
と
呼
ば
れ
た
ピ
一
一
－
ル
・
フ
ォ
シ
ャ
ー

ル
の
唯
一
の
著
書
で
あ
る
『
歯
科
外
科
医
」
の
初
版
は
一
七
二
八
年

に
パ
リ
で
発
行
さ
れ
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
秘
伝
と
さ
れ
て
い
た

歯
科
医
術
の
詳
細
な
記
述
に
加
え
て
、
歯
科
器
具
や
義
歯
な
ど
多
数

の
図
版
を
挿
入
し
て
説
明
し
、
さ
ら
に
症
例
報
告
を
多
数
記
し
た
こ

と
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
一
七
四
六
年
に
は
第
二
版
が
発
行
さ
れ
、

さ
ら
に
著
者
没
後
の
一
七
六
八
年
に
第
三
版
が
出
版
さ
れ
た
。
し
か

し
、
や
が
て
勃
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
れ
に
続
く
激
動
の
中
で

フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
研
究
を
進
め
て
い
た
、
・
ハ
リ
歯
科
医
学
校
の
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ィ
オ
ー
は
、
一
八
九
二
年
の
あ
る
日
、
人
知
れ
ず
パ
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ピ
ェ
ー
ル
・
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
著
『
歯
科

外
科
医
』
手
稿
中
の
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
直

筆
と
推
定
さ
れ
部
分

高
山
直
秀

リ
大
学
医
学
部
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
歯
科
外
科
医
」
の
手

稿
を
発
見
し
た
。
こ
の
手
稿
を
検
討
し
た
ヴ
ィ
オ
ー
は
、
手
稿
に
は

三
人
の
筆
跡
が
区
別
で
き
る
と
述
べ
、
第
一
の
書
体
は
代
言
人
に
よ

る
も
の
、
第
二
の
書
体
は
余
白
部
へ
の
書
き
込
象
と
追
加
頁
を
書
い

て
い
る
の
で
、
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
自
身
の
も
の
、
第
三
の
書
体
は
、
第

二
吉
休
で
書
か
れ
た
追
加
原
稿
や
訂
正
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
で
、
フ

ォ
シ
ャ
ー
ル
か
ら
原
稿
の
校
閲
を
依
頼
さ
れ
た
外
科
医
ジ
ャ
ン
。
ド

・
ヴ
ォ
ー
の
筆
跡
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
一
方
、
・
く
り
大
学
医
学
部

図
耆
館
と
の
粘
り
強
い
交
渉
の
末
に
「
歯
科
外
科
医
」
手
稿
の
「
｜
ピ

ー
を
入
手
し
た
日
本
歯
科
大
学
の
中
原
は
、
手
稿
の
コ
ピ
ー
を
検
討

し
て
、
少
な
く
と
も
四
人
の
筆
跡
が
見
ら
れ
る
と
報
告
し
た
。
す
な

わ
ち
、
第
一
書
体
は
本
文
の
大
部
分
を
一
頁
に
一
九
行
ず
つ
記
し
て

い
る
の
で
、
代
書
人
の
字
で
あ
り
、
第
二
書
体
は
第
一
書
体
の
中
に

散
見
さ
れ
、
本
文
の
一
部
を
一
頁
二
四
’
二
七
行
で
か
い
て
い
る
、

癖
の
な
い
細
字
で
、
代
書
人
の
筆
跡
で
は
な
い
と
し
、
ま
た
ヴ
ィ
オ

ー
が
校
閲
者
の
筆
跡
と
し
た
第
三
書
体
は
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
名
士
か
ら
の
賛
辞
を
達
者
な
書
き
つ
ぶ
り
で
筆
記
し
て
い
る

の
で
、
別
の
代
書
人
で
あ
る
と
し
、
ヴ
ィ
オ
ー
が
述
べ
な
か
っ
た
第

四
の
書
体
は
本
文
各
章
の
配
列
を
改
変
指
定
し
て
い
る
の
で
、
印
刷
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関
係
者
の
筆
跡
で
あ
ろ
う
と
推
論
し
た
。
さ
ら
に
中
原
は
文
献
に
見

ら
れ
る
、
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
署
名
と
比
較
し
て
、
手
稿
の
中
に
フ
ォ

シ
ャ
ー
ル
の
筆
跡
と
特
定
で
き
る
も
の
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

手
稿
の
孫
コ
ピ
ー
を
調
べ
た
演
者
も
、
中
原
と
同
じ
く
第
一
書
体

と
第
三
書
体
が
代
書
人
の
筆
跡
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
第
三
書
体

は
手
稿
全
体
に
わ
っ
た
て
正
書
法
上
の
訂
正
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

上
級
者
の
代
書
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
ヴ
ィ
オ
ー
の
い
う

第
二
書
体
で
あ
る
。
中
原
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
中
に
は

数
種
の
筆
跡
が
混
じ
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
人
数
は
ま
だ
決
定
で
き

て
い
な
い
。
演
者
は
分
析
を
容
易
に
す
る
た
め
に
第
一
お
よ
び
第
三

書
体
以
外
の
筆
跡
、
つ
ま
り
代
書
人
以
外
の
筆
跡
は
当
面
す
べ
て
第

二
書
体
と
し
て
作
業
を
進
め
て
来
た
。
次
の
段
階
は
数
種
類
見
ら
れ

る
第
二
書
体
の
書
き
手
が
筆
跡
だ
け
か
ら
特
定
で
き
な
い
以
上
、
第

二
書
体
で
記
さ
れ
た
部
分
の
内
容
を
一
つ
一
つ
吟
味
し
て
、
そ
れ
が

フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
考
え
か
、
校
閲
者
の
指
示
か
を
可
能
な
か
ぎ
り
判

フ
オ
シ
ャ
ー
ル
の
考
え
か
、
校
閲
者
（

断
す
る
よ
う
に
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
書
体
が
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
筆
跡
で
あ
る
と
す
る
ヴ
ィ
ォ
ー
の

推
定
を
中
原
は
否
定
し
た
が
、
第
二
書
体
が
記
し
て
い
る
内
容
は
当

時
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
が
群
を
抜
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
分
野
に
属
す

る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
第
二
書
体
を
校
閲
者
の
筆
跡
と
す
る
推

定
も
認
め
が
た
い
。
第
二
書
体
が
記
し
た
内
容
の
大
部
分
は
フ
ォ
シ

ャ
ー
ル
自
身
が
、
彼
の
身
近
に
い
た
者
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
数
人
の
筆
跡

が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
○
○
頁
を
超
す
手
稿
の
中
に
筆

者
の
筆
跡
が
ま
っ
た
く
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
演

者
は
第
二
言
体
の
中
か
ら
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
筆
跡
と
推
定
で
き
る
部

分
を
抜
き
出
す
試
ゑ
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

（
東
京
都
立
駒
込
病
院
）
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